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論文内容要量

緒言

 火田噴出物堆積地はしばしば植物遷移探究の場となっているが,噴出物には溶岩流,浮石流火

 田灰および泥流などがあり,それらの相違が遷移の進行速度や方向に相違をもたらすものと一般論

 として考えられている。泥流は山体を形成する土壌や基岩が爆発によって押し流されたものである

 から,当初から風化の進んだ土壌やその母材が堆積し,初期から多数の種物が侵入し,遷移の速度

 が早いことが予想される。P鰍lhpp斑eのTaa}火由では泥流形成後6年にしてSacc圭・aram

 などのイネ科植物が多数生じ,とくに沢状のところに限ってシダ類が侵入したと報告されている

 (Meri}1191ワ)。溶岩流や浮石地での遷移の研究は比較的多いが,泥流の堆積例は少ない

 せいもあって,これについての研究はあまりない。福島県磐梯由は1888年7月に大爆発を起し

 て北斜薗に大泥流を流したが,現在そこには地表堆積物の状況に応じて各種の植物群落が発達し,

 またその後出現した二次泥流にもさまざまな遷移の段階が見られる。堆積以来85年を経過したこ

 の泥流上の植物群落の成立状態を詳しく調べ,従来詳しい報告のなかった泥流上での植生遷移の過

 程や傾向を明らかにしょうとした。

 泥流の堆積状態

 植物群落の成立に大きく影響をおよぼした大きな要因として泥流の堆積状態があげられる。

 1888年の爆発によって磐梯山の北斜面,標高700～隻,200pαの範囲に堆積した泥流は標

 高800～i,200mの地にある岩塊地と7GO～800mの地を占める泥土地に大別される。岩

 塊地でも岩塊の間に泥土や土砂が複雑に漏り合い,一般に標高の高い轡毅では尾根または凸地形をなし,介

 慶する泥土が洗い流されて多くは岩塊を空とする場駈となり,標高の低い地域では幽地形または谷

 状となり,谷の平壇な場所を除いては泥土の堆積は少なく,岩塊間を埋めているに過ぎない。

 泥土地に成立している植生の大部分は草原となり,岩塊地に樹林が成立しているのと相観的に隣

 瞭に猛別される。しかし,泥土地に点在する比高数メートルの泥流丘の頂端部は泥土が洗い流され

 て岩塊が霧笛し,そこにアカマツの樹林が成立している。また泥土地では地下水位の低い斜面の上

 部や緩斜面と,地下水位が高く過湿な平塩地または凹地とがあり,それぞれススキ草原あるいはヨ

 シ湿原およびハンノキ林が成立している。

 火郷荒原の地形は凸地と凹地に区別され,凸地では泥土が堆積し,一般に地下水位が商い。火悶

 荒原にはig53年に火舞壁の崩壊によって新たに生じた崖錐があり,ほとんど岩塊からなる。

 19呂8年の山津波によって新たに堆積した二次泥流は,泥流地域の粟縁の川上温泉より火q荒

 原に至る登山道に給い,標高8GO～i,000簸確の細長い範囲に堆積している。この二次泥流の上

 部には岩塊が多く,中下部には岩塊に泥土や砂騨覗って堆積する。

植生

 磐梯山は爆発と森林伐採など人為的影響によって垂直植物帯の区別はかな9不明瞭になっている。
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 しかし残存する極相林や二次植生の総成から判断すると標高700廓内外の山麓から1,400鰍までの

 極糧林はブナ林であり・標高1,400～三,800醗の亜高山帯にはアオモリトドマツを欠く亜高山帯

 低木林がある。

 泥流地域および泥流周辺都の植生を?1ケ所で調べ,優占種および特色ある構成植物によって類

 型化し,16の群落型を区別した。そのうちi888年の一次泥流上1には9群落,1988年の二

 次泥流上にi群落,1953年に崩壊した火P荒原に3群落であった。さらに泥流地域周辺の極相

 および極相に近い群落として3群落を区別した。

 これらの群落のうち泥流上の13の群落型について,その成立に大きな役割を果していると思わ

 れる環境要因,すなわち泥流堆積物,地形および上卿水分条件と群落の関係を調べた結果おおよ

 そ次のようにまとめることができた。

 舞落型と主要な環境要因(4975年)
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     遷移の経過年数群落型泥流地形上襲水分
     ヤマタヌキラン群落泥土凹湿または乾

     20年ヒメスゲ・コメススキ群落岩塊・礫凸乾

     ミヤマハンノキ群落岩塊凸乾

     35年ヤシャブシーオシダ群落岩塊・礫・泥土平坦・斜面適温

     ダケカンバーミヤマワラビ群落轡塊急斜面透湿

     ヨシーアゼスゲ群落泥土凹過湿

     ハンノキーヨシ群落泥土平坦過湿

     ススキーミツバツチグリ群落泥土緩斜薦乾

     85年アカマツーススキ群落岩塊・泥土凸乾

     アカマツ・ヤシャブシーフキ群落岩塊・礫凸・斜磁適温

     ダケカンバーク撒ヅノレ群落岩塊凸・斜面適温

     イタヤカエデージュウモンジシダ群落岩塊・泥土賂適温

     イタヤカエデーツリフネノウ群落泥土谷多湿

鋸

 草本属構成要素によるi群落区分の検討

 組成嚢によった群落区分は優占種と草本暦の露分種によって命名したが,一次泥流地帯では樹糠

 地帯の草叢麟の優勢な植物が上騰の樹木の如何にかかわらず,曇塊地と岩土地とで閉瞭に区別され,

 生態学的に興味あるので,車庫麟構成植物による植生類型を試みた。

 5×5磁2のコドラートを泥流上の10虚の地、点を選んで設け,各コドラートをさらに1鵬2の

 小コドラート25ケに細分し,草本履に鎧現する各種物の頻度を測定し,類似度指数を矯いて:各ご

 、・ξ一
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 ドラート間の類似度を求めた。その結果1～XWのi6のコドラートのグルーブとこれらグルー

 ブの中間型や変型に分けることができた。

 各コドラートグルーブごとに草本矯構成種物の頻度と被度にもとづくImPOrtapceVa董ueを

 求め,その値の最大の種によってi6のコドラートグルーブを代表する草本型とした。

 全層の種類総成による群落型と草添星との対応を見た結果岩塊地の5つの群落型が2つの草本

 型に対応していることが分かった。すなわち,アカマツーススキ群落とダケカンバーク・ヅル群落

 はアキノキリンソウ型に,ヤシャブシーオシダ群落とイタヤカエデージ諏ウモンジシダ群落はオシ

 ダ型に,アカマツ・ヤシャブシーフキ群落はアキノキリンノウ型とオシダ型の両方にそれぞれ対応

 している。アキノキリンノウ型は岩塊に泥土が混ウ,ススキ,ドクウツギおよびアキノキリン'ノウ

 などが共通して鐵現し,オシダ型はオシ剃イワガラミ,ジ江ウモンジシダなどが岩醜に結びつい

 て出現している。アカマツ・ヤシャブシーフキ群落がアキノキリンソウ型とオシダ型の濁草本型に

 またがっていることはススキやオシダのように生育地が広く優占度の高い種はこの場合のような種

 類翻成にもとづく樹林の群落区分には適していないことを示す。また,全腰にわたる構成種による

 群落区分よりも草本構成種による類型の方が泥流の蓑腰構造の差をよりょく反映していると言える・

 樹木の侵入

 20×20鵬2のロドラートを泥流上の25地点と泥流地域外の3地点に設け,高木麟の構成要

 素とな参うる樹木を直径10溺未満,i～io餓10～20畝20～30απ30～40徽およ

 び40～50απの5つの階級に分けてその個体数を調べた。これらの樹木を遷移の初潮に現われる

 アカマツやヤシャブシなどの陽樹のグループと中期以降に後続種として患現するコシアブラ,アズ

 キナシ,イタヤカエデおよびミズナラなどのグルーブとに分け,それらグループの推移と環境との

 関係を調べた結果,次のようであった。(ま)泥流の成立年代との関係…堆積後20年経過した所で

 は陽樹のみが侵入し,堆積後35年経過した所では陽樹の実生は雲つたく見られず,稚樹や若木の

 絞死が目立ち,後続種の侵入が進行している。85年を経た所では,場所によって遷移の速度に差

 異があるが,陽樹は高木腰や亜高木層にわずかに見られるようになり,低木屠は後続種が薦め,将

 来は陽樹が消えて陰樹の林になる傾向を示す。(2)地形の影響一標高の高い所は凸地形を示し,一

 般に樹木の侵入が遅く,陽樹の枯死が著しいのに対し,標高の低い所では凹地形をなし,陽樹はほ

 とんど消えつつある。(3)周辺の残存群落からの距離の大小一周辺に近い群落では先駆釣な陽樹の

 個体数が少なく,後続種の割合が大きいが,泥流の中央部,すなわち周辺の群落からの距離が大き

 い勝では高木燭を霞める個体数が少なく,陽樹が高水雇や亜高木騒を占めるのに対し,後続種は稚

 樹や実生が多く,遷移の進行がより遅れていると言える。(4)土鑛水分の影響軸谷間の湿潤地では

 草本型はウワバミノウ型に屈し,泥流の周辺の残存群落に近いにもかかわらず樹木の個体数が少な

 く侵入が遅れているが,直径階の大きい個体が見られるととから,陽樹の侵入は早くから行なわれ

 たと推定される。このような湿潤地に成立する群落はイタヤカエデやミズナラの林を経てブナ林へ

 と遷移するものと推定されるが,一部は土地的極相林へと遷移が進むのではないかと思われる。

 (5)草春型による相違一泥流上の森林地帯は大部分がアキノキリンソウ型とオシダ型とで占められ
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 るが,両草塞型の根接する所では陽樹と後続種の推移のパターンにはたいした差異はなかった。

 (6)風向の影響一28種の後続種のうち14種が比較的多く泥流上に侵入し,そのうち5種はカエ

 デの類である。カエデ類の種子の熱するのは10月から工1月にかけてであり,ちょうどその頃雨

 風が強く優勢になる。泥流の函縁部から中央部にかけて種類数個体数ともに多く患現することは.

 藤側により多くの極相群落が残存していることに加えて種子の散布に風が大きな役割を果している

 と言える。

 泥流上の植生の遷移

 泥流上の植生の遷移を湿生系列と乾生系列に区別し,それぞれの群落の成立に要する年代と遷移

 の方向を模式的にまとめた。
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 泥減上の植物欝落の遷移
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 論文審査の結果の要旨

 福島県磐梯出は1888年の爆発によってその北側山腹標高700～1,200mの範囲に大きな

 泥流を流し,その後1938年とig53に一次泥流内に局部的に二次泥流が出現し,従来知られ

 る所の少なかった泥流上の植物遷移の硯究に好適した場を提供している。

 広木は象ず泥流上の各地で植生の解析的硯究を行ない優占種と露分種によって13の群落型を区

 別し,それらの位置を植生図上に明示した。これら群落と泥流の地表状態との関係を調べたところ,

 岩擁地にはアカマツ,ダケカンバ,イタヤカエデなどを上木とする森林群落が土湿に応じて住み分

 けているのに対して,泥土堆積地ではススキ群落やヨシ群落などの草原となり,それぞれ乾湿の土

 壌に住み分け,また泥流周辺の熟土地の極相群落はブナーチシマザサ群落であることを確かめた。

 また草本腰構成種の類似度からコードラート・グルーブにまとめ,これらのコードラート・グループ

 のうちもっとも至岬。践ancevalueの高い草本によってそれぞれを草本型とした。草本型によ

 って既に匿分した森林群落を再検討すると,?つあった森林群落は上木の如何にかかわらず,アキ

 ノキリンノウ型とオシダ型とに区別され,それらは岩泥地と岩塊地にそれぞれ結びつくことを確か

 めた。

 次に樹木の直径階分布や活力度から樹木の遷移状態を調べたところ,もっとも新らしい二次泥流

 上にはアカマツ,ダケカンバ,ヒメヤシャブシなど陽樹だけしか見られ,ないが,それより古い二次

 泥流ではこれら陽樹は大径木だけとなりその若木の結死が蟹立ち,反対にイタヤカエデ,アズキナ

 シ,ミズナラなど半隣性の後続種の幼樹や若木が目立ってくることを知った。一次泥流では中央

 部でもアカマツの下にイタヤカエデ,ミズナラなど後続種が多く,谷状地や西縁部ではすでにイタ

 ヤカエデやミズナラを童とする落葉広葉樹林になっていることが分かった。一次泥流でも下部の泥土

 地ではススキーミツバツチグリ群落となり,ススキの密生するところでは遷移開始後90年を経た

 今鶏でも依然としてススキ草原の豪まで,ススキ草原が樹林への発達をかえって阻止することが分

 かった。

 本論文は堆積後約90年を経過した泥流上に出現した横物群落の種類と遷移とが,地表が岩塊で

 あるか泥土であるかによって著しく駕違し,とくに岩塊地で泥土地よりも遷移が早く部分的にはア

 カマツ林を経てイタヤカエデ林に発達することを示したもので,植物遷移の研究の発展に寄与する

 ところ少なくない。

 よって広木詔三提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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